
1. は じ め に

1983年3月に，旧パリ天文台においてヨーロッ
パの時計としては極めて例が少ない不定時法時刻
を示す天文時計を確認した．この天文時計の存在
については，既に同天文台を訪問されていた村山
定男氏（元国立科学博物館理化学研究部長）に
よって指摘されていたもので，同天文台の図書司
書A・ナルボンヌ (A. M. de NARBONNE) 女史の協
力を得て訪問が実現した．
訪問半年後の9月に，ナルボンヌ女史から依頼
してあった二編の文献のコピーと詳細な写真が送
付されてきた．文献の一つは，季刊「フランスの
科学文化財」誌掲載のフランス文化財調査官 J・
フェレイ (Jean FERAY) 氏著『パリ天文台のファル
ドワール製作天文時計』1)であり，もう一つは近
年，この時計を修復したMM・ゲンドロット
(MM. GENDROT) 親子によると推定されるタイプさ
れたメモ 2)である．

確認の結果，この天文時計は十八世紀初頭にパ
リのドーフィン広場 (Place Dauphine) で工房を開
いていた時計師 P・ファルドワール (Pierre FAR-

DOIL, –1722)3)が1710年ごろに製作したもので，不
定時法を含むいくつかの時刻制度の時刻目盛りを
備えていることが分かった．
特に不定時法時刻には，後期の和時計に多く見
られる割駒式文字盤と酷似する表示機構が採用さ
れていた．それは，従来和時計独自の機構であり
日本にしかないと思われていた不定時法表示の割
駒式文字盤の時計が西洋にも存在することを示す
ものであった．この事実は，和時計の科学技術史
的な評価を行う上で大変重要であるので，この天
文時計の詳細について報告し，和時計との関係に
ついて考察する．

2. 時計の概要について

二編の文献ならびに解説ラベルによる時計の概
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要は次の通りである．
この天文時計は，高さ104 cm，15日巻の振り子
式置時計で，ドイツ時などいくつかの時刻目盛り
のほか，昼夜表示，ムーンフェーズ（月位相）表
示などの文字盤を備え，黒檀製のケースにはルイ
王朝風のブロンズ鋳造金メッキ製の装飾が施され

ている（写真1）．以下，この時計の特に時をテー
マに統一されている装飾部分について記述する．

1) クロノス頭部
時計中央の老人の頭部はギリシャ神話で「時の
父」と言われるクロノスである 4)．クロノスの頭
部は頭髪がなく，その首には蛇の首輪が掛けられ
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写真1 パリ天文台の天文時計（パリ天文台のフォトライブラリによる）



ている．蛇は，自からの尾を飲み込むことによっ
て，終わりのない永遠に続く時の流れを示す．頭
髪のないクロノスの頭部は髪を掴んで引き戻すこ
とができないことから，時の流れの不可逆性を象
徴する．
装飾は，クロノスを中心に左側は昼を，右側は

夜を表すもので纏められている．首から両側に生
えた二枚の翼は，左側は鳥の翼であり，右側は蝙
蝠の翼である．生態の特徴から知られるように，
鳥と蝙蝠はそれぞれ昼と夜に対応する．なお，ク
ロノスの両側に牙のように突き出しているのは，
クロノスの大鎌 5)である．

旧パリ天文台の不定時法文字盤の天文時計 3

写真2 天文時計の文字盤（パリ天文台のフォトライブラリによる）



2) 豊穣の角およびアポロとダイアナ
ケースの両肩に，それぞれ大鎌の柄に先端を巻
き付けるようにして山羊の角が載っている．この
角は「豊穣の角」6)と呼ばれるもので，左の角の
口からはヒマワリの花が，右の口からはケシの花
がの覗いている．ヒマワリは太陽の花で昼を，ケ
シは催眠効果のある植物で夜を表わす．
時計の左右の柱の部分には，ギリシャ神話の芸
術と音楽の神で太陽神のアポロ像と，狩猟の神で
月の女神のダイアナ像がある．アポロは立琴を携
え，ダイアナは弓矢を携え猟犬を従えている．ア
ポロが昼に，ダイアナが夜に対応する．

3) 四季のレリーフ
時計下部にはブロンズ製のレリーフがある．こ
のレリーフは下絵は A・コイペル (A. COYPEL,

1661–1722) ，製作は P・カフィエリ (Philippe

CAFFIERI) による．この図柄は，春（種蒔），夏
（育成），秋（収穫），冬（風）を四人の女神の姿
で描き，四季による時の流れを表している．レ
リーフ中の左下の天使は知の天使ケルビム (cheru-

bim) である．

3. 文字盤および指針について

文字盤は，各種時刻表示の文字盤の他，カレン
ダー文字盤，昼夜表示盤，ムーンフェーズ（月位
相）表示盤などがある．以下にそれぞれの文字盤
および表示盤の機能を示す（写真2）．

1) 時刻表示文字盤
時刻表示の文字盤は，外側からドイツ時，不定
時法，ニュールンベルク時の目盛りがある．
［ドイツ時目盛り］文字盤の最も外周にローマ
数字で大きく描かれている時刻目盛りで，ドイツ
時と呼ばれる．ドイツ時は，1日24時間の定時法
で，0時–12時を二度を繰り返す時刻制度である．
なお，夜の 12時が文字盤の最上部に，昼の 12時
が最下部に位置する 7)．
［不定時法目盛り］ドイツ時目盛りの内側に，
時刻を記した方形の小片が円周に沿って並んでい
る．これは，金属小片に白い琺瑯を焼き付け，そ
の上にローマ数字の時刻を描いて時刻目盛りとし
たものである 8）．金属小片は左右に動かして季節
的に位置を変えることができ，季節変化する不定
時法時刻に対応する．この金属小片による時刻表
示機構が，後期和時計に多く見られる割駒式文字
盤機構に酷似する（写真3）．

［ニュールンベルク時目盛り］不定時法時刻目
盛りの内側に，1�24のアラビア数字による時刻
を等分に刻んだ二重の金属環があり，時刻の起点
は外側は日出に，内側は日没に合わせられている．
この時刻は，一日を通じて日出，日没を起点とす
る二系列の時刻を併用するもので，ニュールンベ
ルク時と呼ばれる 9)．

2) 昼夜表示盤
文字盤中央部の銀円盤と星をちりばめた黒の扇
形は，円盤を扇形で部分的に覆うことによって，
一日の昼と夜を表示する昼夜表示盤である．扇形
板は実際には二枚重なっていると考えられ，それ
をずらすことで黒く覆う部分の角度を変え，季節
変化する夜の長さに対応するようになっている．
銀円盤の表面には，一年十二月と日付け，黄道十
二宮，四季，及び夏至，冬至，春分，秋分などを
示すエッチングが施されている．

3) 指針
指針は時針のみで分針はない．さらに，時針と
正反対方向に太陽針が取り付けられている．太陽
針は，昼夜表示板の黒い扇板の裏側に出入りし，
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写真3 和時計の割駒式文字盤



日出，日没さらには昼，夜を表示する 10)．不定時
法時刻とニュールンベルク時は昼は太陽針で読む
が，太陽針が扇形の板に隠れている夜は時針の反
対側の短い突起で読む．

4) その他
カレンダー文字盤として，時計下部の左側に太
陽暦における月の日付けを示す文字盤，右側に七
曜を示す文字盤があり，さらに時計下部中央に太
陰暦の日付と月の満ち欠けを表示するムーンフェ
イズ表示盤がある．なお，盤面中央の三つの穴は，
それぞれ左から時刻ゼンマイ巻上げ用，時刻修正
用，時打ゼンマイ巻上げ用の鍵穴である．

4. 時計製作者と製作経緯について

1) 時計製作者ファルドワール
時計の製作者については，時計の時刻表示文字
盤の下に刻まれた「 P･FARDOIL I･NUENIT A

PARIS」の銘および時計に付けられた解説ラベル
および文献などから，1705年頃にパリのドーフィ
ン広場 (Place Dauphine) に工房を構えていた P・
ファルドワールが製作したことは疑いがない．G・
H・バイリー (G. H. BAILLIE) によれば，ファルド
ワールは時計製産地として知られるブロア (Blois)

出身の代々時計師を継いだ家系であり，十七世紀
の終わり頃から1722年に没するまでパリで活動し
ていたことがわかる 11)．

2) 製作の経緯
この時計が誰のために，あるいは誰の注文で製
作されたのかについては謎が多い．ゲンドロット
は，アマチュアの天文学者でもあり時刻制度や時
刻決定の方法について深い知識を持っていたとい
うグランド・ドーフィン (Grand DAUPHIN) をその
人物とする 12)．グランド・ドーフィンはファルド
ワールを指導し，天体の動きといろいろな時刻制
度による時刻を一つの文字盤上に同時に表示し，
太陽などの天体の位置と時刻の関係，さらには各
時法の時刻を対比させて，その違いを明らかにし
ようとしたものと推定される．

3) パリ天文台に至った経緯
はじめこの天文時計はグランド・ドーフィンが
所蔵していたようである．才知に溢れたグラン
ド・ドーフィンはルイ十四世の後継者として期待
されていたが，王に先立つこと四年前の1711年に
没した．時計は彼の没後何年か経って，パリ天文
台の開設記念に臨んだルイ十四世の手で同天文台

に下賜されたと言われる．
重要な記念物にもかかわらず，1902年に出版さ
れた『パリ天文台史』13)にも記載の形跡はない．言
い伝えでは，フランス革命（1790年代）後 10年
程経ってパリ天文台に届けられたという．なお，
グランド・ドーフィンの所蔵品リストが英国に存
在するので 14)，天文時計が彼のものであったかど
うかを確認できる可能性がある．

5. パリ天文台の天文時計と和時計の関係

ここで，天文時計の不定時法刻目盛りと和時計
の不定時法目盛り特に割駒式文字盤との関係につ
いて考察する．
ヨーロッパにおいて不定時法が使われたのはだ
いたい十三世紀までで，機械時計の発明が不定時
法から定時法への移行を促したといわれる．等し
い速さで時刻を刻む機械時計は不定時法を示すに
は不都合であり，従来ヨーロッパには和時計のよ
うな不定時法を示す時計はないものとされてきた．
しかし，パリ天文台の天文時計の存在によって
ヨーロッパにも不定時法を示す時計が存在し，不
定時法表示が和時計特有のものではないことがが
明白となった 15)．しかもそれは，後期の和時計に
見られるような割駒式文字盤機構に酷似すること
が分かった．和時計において割駒式文字盤が出現
するのは江戸後期のことであり，この天文時計よ
り一世紀近く後のことである．このことは，日本
の時計師がヨーロッパの天文時計から割駒式文字
盤のアイデアを得たのではないか，という新たな
疑問を提示することになる．
ファルドワールの天文時計と和時計の不定時法
時刻目盛りの間には，製作された目的や機構的特
徴において注目するべき違いが認められる．すな
わち，製作された目的としては，天文時計ではい
くつかの時刻制度の目盛りの一つとして不定時法
時刻目盛りを組み込んだものであり，和時計では
日常の生活で使用される不定時法への対応の必要
性から生まれたものであるところに違いが認めら
れる．また，機構的特徴としては，天文時計の割
駒式文字盤の割駒が文字盤の裏側から円形の隙間
を通して突き出しているのに対して，和時計のそ
れは円周の溝に割駒が嵌め込まれているところに
違いがある．
さらに注目するべき点は，ファルドワールの天
文時計の不定時法表示，即ち割駒式文字盤は，割
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駒が季節を通じて正しい位置にセットされるよう
に自動化が果たされていることである．文献には
不鮮明ながら問題の機構を示す写真が紹介されて
いる．それによると，文字盤のすぐ後ろに，写真
のシャッターのように放射状に並んだ二十四枚の
腕があり，その後に季節動作を可能にする溝状の
カムの存在が確認できる（写真 4）．このカムに
よって中心の可動部分が前後すると，それに取り
付けられた腕は挺子の役割を果たし，腕の先端の
割駒を季節的に移動させ各季節の時刻を表示する
と推定される．和時計の場合，自動化された割駒
式文字盤の例は極めて少なく，国立科学博物館に
展示されている田中久重作の万年時計（写真 5）
とロックフォード市（合衆国イリノイ州）の旧タ
イム・ミュージアムに保存されていた和時計など
数例しかない．これらの例を見る限り，天文時計
と和時計の間には，割駒式文字盤の自動化機構に
特別な共通点はない．
これらのことから，和時計の割駒式文字盤がパ
リ天文台の天文時計の影響を受けていた可能性は
少ないと考えられる．

6. 終 わ り に

ヨーロッパに不定時法時刻の文字盤を持つ時計
の存在が明らかになったとしても和時計の独自性
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写真 4 ファルドワールの時計の自動割駒機構（FERAY1)より転載），a．シャッター状の腕が見える，
b．偏心した年週カムの溝が見える

写真5 万年時計（国立科学博物館展示）



が失われるわけではないが，ヨーロッパの時計機
構を無視して和時計の技術を議論することはでき
ない．東西の不定時法および不定時法時刻の表示
機構の実体を把握して初めて割駒式文字盤の和時
計の評価，さらに和時計の科学技術史上の正しい
評価が可能になる．今後の課題として，詳細な機
構や表示精度などを比較し検討した上で歴史的評
価を行う必要がある．
本報告をまとめるに当たり，パリ天文台の天文
時計に関して最初の情報をいただいた元国立科学
博物館理化学研究部長村山定男氏，「パリ天文台
史」を紹介下さった故山口隆二氏，パリ天文台へ
の道を付けて頂いた当時ロンドン科学博物館のア
シスタント・キュレーターだった故 M・サゲット
(Martin SUGGETT) 氏，パリ天文台において館内の
案内と文献や写真の提供にご協力いただいた A・
ナルボンヌ女史に厚く御礼申し上げたい．
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